
〒758-8555　萩市江向５１０番地
TEL 0838-25-3178　FAX 0838-26-5458
ホームページ  http://www.city.hagi.lg.jp/

萩クロマグロトーナメント
（11月23日、見島）

平成20年 萩市の出来事
萩の産業を知ろう②
情報案内板
保健ガイド
情報カレンダー

·····················15〜21

······························22

····················23

12 15Vol.91
（平成20年）2008



市報HAGI●2008（平成20）年12月15日号 �

三み
あ
け
ど

明
戸
湧
水
・
阿あ

じ

お
字
雄
の
滝
（
大
井
）

が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
定

お
い
で
ま
せ
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
と
県
、
市
町
な
ど
が
連
携
し
て
、
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
観
光
客

数
が
前
年
同
期
比
１
割
増

◦
期
間
中
、
萩
市
を
舞
台
に
女
優
の

仲
間
由
紀
恵
さ
ん
が
登
場
す
る
Ｊ
Ｒ
西

日
本
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ウ
エ
ス
ト
の
ポ
ス

タ
ー
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
全
国
的
に
展
開

さ
れ
る
。

◦
９
月
20
日
～
28
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
が
３
月
に
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
奨
励
賞
を
受
賞

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
が

入
館
者
１
０
０
万
人
突
破

　

平
成
８
年
に
開
館
以
来
、
約
12
年
で

の
達
成

明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
事
業

「
萩
市
・
白
河
市
交
流
事
業
」
を
開
催

　

福
島
県
白
河
市
か
ら
白
河
民
舞
愛
好

会
を
招
い
て
、
県
内
各
地
の
保
存
会
９

団
体
と
白
河
踊
り
を
通
し
て
交
流

明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
事
業

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
が
完
成

　

萩
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
拠
点
と

し
て
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
（
萩
第
二
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
）
が
椿
東
地
区（
中
ノ
倉
）

に
完
成
。
１
月
か
ら
一
部
の
施
設
の
稼
動

を
開
始
し
、４
月
か
ら
全
施
設
を
供
用
開

始
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
等
を

処
理
・
保
管
す
る
ほ
か
、
再
生
品
や
不

用
品
を
展
示
販
売
す
る
な
ど
、市
民
へ
の

ご
み
減
量
化
の
普
及
啓
発
も
行
う

昨
年
の
年
間
観
光
客
数
が
10
年
ぶ
り
に

１
５
０
万
人

　

前
年
比
９
万
５
２
７
８
人（
6.8
％
）増

の
１
５
０
万
５
８
０
７
人
を
記
録
。
観
光

客
が
１
５
０
万
人
を
超
え
た
の
は
、
平

成
９
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
毛
利
元

就
」
が
放
送
さ
れ
て
以
来
、
10
年
ぶ
り

萩
・
三
隅
道
路　

三
見
明
石
～
三
隅
間

が
開
通

　

国
が
萩
市
椿
と
長
門
市
三
隅
中
で

工
事
を
進
め
て
き
た「
萩
・
三
隅
道
路
」

15
・
２
㎞
の
う
ち
、
三
見
明
石
～
三
隅

間
7.1
㎞
が
山
陰
道
の
一
翼
を
担
う
道
路

と
し
て
県
内
初
の
開
通
。
平
成
23
年
の

山
口
国
体
ま
で
の
全
線
開
通
を
目
指
し

て
、
現
在
、
残
り
の
三
見
明
石
〜
萩

（
椿
）間（
8.1
㎞
）で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

萩
商
業
・
萩
工
業
高
校
が
最
後
の
卒
業

式
　

１
９
６
５（
昭
和
40
）年
に
前
身
の
萩

商
工
か
ら
分
離
、
43
年
ぶ
り
に
再
統
合

し
、
新
し
い
萩
商
工
と
し
て
平
成
18
年

４
月
に
開
校

市
営
住
宅
無
田
ヶ
原
口
団
地
・
無
田
ヶ

原
口
福
祉
複
合
施
設
お
と
ず
れ
が
完
成

　

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
事
業

と
し
て
無
田
ヶ
原
口
団
地
Ｂ
棟
が
完

成
。
椿
東
地
区
で
「
中
津
江
・
福
祉

複
合
施
設
な
ご
み
」
に
次
ぐ
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
生
活
支
援
ハ

ウ
ス
な
ど
の
老
人
福
祉
施
設
を
併
設

萩
市
民
号
「
楫
取
翁
・
山
県
公
の
偉
業

を
た
ど
る
市
民
号
」
を
実
施　

　

初
代
群
馬
県
令（
現
在
の
県
知
事
）を

務
め
た
萩
出
身
の
楫か
と
り取

素
彦
や
、那
須

野
ヶ
原
で
農
場
を
開
墾
し
た
山
県
有
朋
の

ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
、市
民
47
人
が
参
加

陶
芸
の
村
公
園
展
望
広
場
が
完
成

　

昭
和
61
年
度
に
開
始
し
た
陶
芸
の
村

公
園
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
道
上

野
中
ノ
倉
線（
維
新
ロ
ー
ド
）沿
い
に
整
備

萩
ロ
イ
ヤ
ル
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
テ

ル
が
オ
ー
プ
ン

　

５
年
前
か
ら
休
業
中
の
Ｊ
Ｒ
東
萩
駅

前
の
萩
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
と
し
て
再
生

ふ
る
さ
と
寄
附（
納
税
）制
度
が
ス
タ
ー
ト

　

都
市
と
地
方
の
税
源
の
格
差
是

正
を
図
る
た
め
に
創
設
。萩
市
で
は

全
国
に
先
駆
け
て
15
日
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
取
り
組
み
を
始
め
る
。12

月
８
日
現
在
の
寄
附
は
３
８
３
件
、

１
１
３
３
万
７
５
０
０
円

萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
利
用
者
が

２
０
０
万
人
突
破

　

平
成
12
年
４
月
に
運
行
を
開
始
し
て

以
来
、
８
年
１
か
月
で
の
達
成

市
が
結
婚
相
談
所
を
開
設

　

結
婚
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
加
、
若

者
の
定
着
を
図
る
た
め
、
市
役
所
本
庁

別
館
に
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
、
専
門

の
相
談
員
を
配
置

韓
国
の
姉
妹
都
市　

蔚
山
広
域
市
が
提

携
40
年
を
記
念
し
て
親
善
訪
問

　

昭
和
43
年
の
両
国
間
初
の
姉
妹
都
市

提
携
か
ら
40
年
を
記
念
し
て
、
蔚
山
広

域
市
の
市
長
、
市
議
会
議
長
を
は
じ
め

総
勢
50
人
が
来
萩

１
月

23日

15日30日28〜 1 日

７日９日４日２ 〜

25日12日23日27日

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

萩・三隅道路萩・三隅道路

25日
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「
長
州
砲
・
萩
里
帰
り
」

　

１
８
６
４（
元
治
元
）年
の
下
関
戦
争

で
イ
ギ
リ
ス
軍
が
戦
利
品
と
し
て
持
ち

帰
っ
た
長
州
砲
が
１
４
４
年
ぶ
り
に
英

国
か
ら
萩
に
里
帰
り
。
平
成
21
年
５
月

31
日
ま
で
萩
博
物
館
で
展
示

明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
事
業

「
明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催

　

明
治
維
新
の
進
取
の
精
神
を
次
代
に

継
承
す
る
た
め
、
松
本
健
一
氏
の
基
調

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催

　

ま
た
、
児
童
生
徒
読
書
感
想
文
・
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
６
６
１
点
の
応
募

の
中
か
ら
27
人
を
表
彰

明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
事
業

「
萩
博
物
館
特
別
展
」
を
開
催

◦
明
治
維
新
の
光
と
影
（
９
月
15
日
～

11
月
11
日
）

◦
明
治
維
新
と
萩
（
11
月
15
日
～
平
成

21
年
１
月
７
日
）

「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

が
世
界
文
化
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
に

追
加
登
載

　

６
県
11
市
の
共
同
提
案
で
、
萩
市
の

構
成
資
産
は
萩
反
射
炉
、
松
下
村
塾
、

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
の
３
件

屋
外
広
告
物
を
規
制
す
る
新
た
な
条
例

を
施
行

　

昨
年
12
月
の
「
萩
市
景
観
計
画
」
に

続
き
、
市
内
全
域
で
屋
外
広
告
物
を
規

制
す
る
「
萩
市
屋
外
広
告
物
等
に
関
す

る
条
例
」
を
10
月
か
ら
施
行
。
市
独
自

の
基
準
に
よ
る
規
制
は
県
内
初

９
か
所
の
文
化
財
施
設
を
有
料
化

　

木
戸
孝
允
旧
宅
や
旧
久
保
田
家
住
宅

な
ど
市
内
９
施
設
で
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
代
わ
り
１
０
０
円
に
有
料
化

萩
市
が
県
内
初
の
平
和
市
長
会
議
に
加

盟萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
過
去

最
高
記
録

　

俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
が
３
０
５
㎏

の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
釣
り
上
げ
優
勝

　

多
事
多
難
な
本
年
も
残
る
は
２
週

間
余
り
。
本
年
を
振
り
返
り
出
来
事

を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
も
余
り
に
も

多
過
ぎ
て
、
こ
の
小
欄
を
は
み
出
し

て
し
ま
う
。

　

ま
ず
春
か
ら
は
石
油
の
高
騰
及
び

関
連
し
て
小
麦
・
鉄
鋼
価
格
の
上
昇
。

秋
に
は
米
国
発
の
金
融
市
場
の
大
混

乱
に
よ
り
大
恐
慌
の
再
来
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
経
済
の
停
滞
。
萩
の
経
済

に
も
こ
の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
出
始

め
て
い
る
。
何
と
か
力
を
合
わ
せ
て

こ
の
よ
う
な
事
態
を
乗
り
切
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

他
方
、
明
る
い
話
題
も
多
彩
。
早

春
に
は
県
内
初
め
て
の
山
陰
自
動
車

道
の
三
隅
・
明
石
間
の
完
成
。
秋
に

は
世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
に
萩
反

射
炉
等
の
近
代
産
業
遺
産
が
登
載
。

年
間
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
関
係

の
全
国
大
会
に
多
く
の
個
人
・
団
体

が
出
場
。
激
励
金
の
予
算
が
パ
ン
ク

す
る
程
。
年
末
に
は
萩
商
工
高
の
ラ

グ
ビ
ー
部
が
花
園
出
場
の
華
を
飾
る
。

　

来
年
は
丑（
う
し
）年
。
牛
歩
で
よ

い
か
ら
明
る
い
方
向
に
歩
め
る
こ
と

を
望
み
た
い
。
そ
れ
で
は
よ
い
お
年

越
し
を
！

■
市
長
コ
ラ
ム
No.45

13日

26日

１日

１日

４日

15日〜

25日23〜

萩反射炉萩反射炉

９
月

10
月

11
月

２ ０ ０ ８

長州砲

錦の御旗

ディスカバーウエストのポスター
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■全国都道府県対抗
　女子駅伝競走大会
　（１月11日 京都府）

■全国中学校駅伝競走大会　（12月21日　山口市）
　11月15日に行われた山口県中学校駅伝競走大会
で２位となり、開催地枠で選抜されました。

前列左から、西村武
た け し

士監督、宇田川晃
あきひろ

洋（３年）、藤
井翔

し ょ う た

太（３年）、案野翼
つばさ

（２年）、上野翔
しょうたろう

太郎（２年）
後列左から、齋藤大

た い し

志（２年）、瀬畑直
な お き

樹（２年）、林
和
か ず き

輝（２年）、佐々木康
やすなり

成（１年）、末花裕
ゆう

（１年）

藤田友
ゆ り え

里恵
（萩東中３年）

萩東中学校駅伝チーム

山口県チームの中学生
枠（２区間）に選抜。

■シーフード
　料理コンクール
　（12月13日 東京都）

【浜料理の部】
岡　めぐみ

（奈古高３年、萩西中卒）

「アジのカリカリおこ
げあんかけ」で出場。

前列左から、大山拓
た く ま

馬（３年 萩東中卒）、秋尾遼
りょう

（３年 萩東中卒）、長尾利
と し き

希（３年）、田村祐
ゆ う き

樹（３年 萩東中卒）、藤澤
典
のりみち

迪（３年）、田尾和
か ず や

也（３年 越ヶ浜中卒）、加藤誠
ま こ と

央（３年）、長岡龍
りゅういち

一（３年 萩西中卒）、三戸弥
や よ い

生（３年 萩西中卒）
中列左から、三浦仁

ひ と し

志（２年 三見中卒）、山根大
ひろかず

和（３年 木間中卒）、吉岡佑
ゆ う き

樹（３年 むつみ中卒）、隅野修
しゅうへい

平（３年 田
万川中卒）、百

ゆ り た

合田清
き よ し

士（３年）、小田翔
しょうへい

平（３年 萩東中卒）、岡崎涼
りょうすけ

介（３年 萩西中卒）、奈良亮
りょうすけ

介（３年 萩東中卒）、
藤田俊

と し き

樹（３年 越ヶ浜中卒）、瀧口義
よしたけ

剛（３年）、梅津ゆりか（３年 萩西中卒）
後列左から、河田慧

けい

（３年）、齋藤克
かつひろ

弘（２年 越ヶ浜中卒）、大上都
と む

夢（２年）、矢次啓
けいすけ

佑（２年 萩東中卒）、長岡孝
たかよし

英（２年 
大島中卒）、三戸秀

しゅうた

太（３年 むつみ中卒）、新
にいぬま

沼誠
せいや

也（２年 萩東中卒）、福田浩
ひ ろ し

史（２年）、石川大
だ い き

樹（２年 萩西中卒）、浦
屋将

ま さ と

人（２年 萩西中卒）、武田猛
た け し

志（２年）、菅
す が の

野太
た お う

央（２年）

■全国高校ラグビーフットボール大会
　萩商工高校ラグビー部は、県大会の準決勝で萩高を60対３、
11月24日に維新百年記念公園（山口市）で行われた決勝で大
津高校を 17対５で下して優勝。12月27日から東大阪市で行
われる「全国高校ラグビーフットボール大会」に出場します。

萩商工ラグビー部 ７年連続　15 回目

◆壮行式　▽12月16日（火）午後１時〜　▽市民館
◆全国大会第１回戦　▽12月27日（土）午後１時15分〜
　▽対戦校＝四日市農芸高校（三重県）
◆萩商工ラグビー部写真展
　▽12月24日（水）まで　▽市役所本庁ロビー
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11
月
16
日
、
市
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
９
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。

優
勝
：
平
安
古
マ
マ
さ
ん

２
位
：
玉
江
浦

３
位
：
浜
崎
、
つ
ば
き

見
島
で
、
巨
大
マ
グ
ロ
を
釣
り
上
げ
る
！

萩
市
民
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

見
島
で
開
催
さ
れ
た
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
（
11
月
23
日
～
25
日
）
で
、
ゲ
ス

ト
参
加
し
た
俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
が
、
23

日
、
重
さ
３
０
０
㎏
を
超
え
る
巨
大
ク
ロ
マ

グ
ロ
を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。
東
京
・
築
地
市

場
で
検
量
３
０
５
㎏
。
松
方
さ
ん
は
、
釣
り

好
き
で
知
ら
れ
、
見
島
に
も
16
、
17
年
前
か

ら
通
っ
て
い
る
縁
で
、こ
の
大
会
に
初
参
加
。

　

さ
ら
に
、
同
じ
23
日
、
チ
ー
ム
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ａ
（
代
表
：
森
本
茂
さ
ん
、
下
関
市
）
も
、

セ
ミ
体
重
（
内
臓
を
除
く
）
２
７
３
㎏
の
ク

ロ
マ
グ
ロ
を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。

　

見
島
沖
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
回
遊
、
滞
留
す

る
日
本
有
数
の
好
漁
場
で
す
。こ
の
大
会
は
、

見
島
八
里
ヶ
瀬
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
場
を
守

ろ
う
と
す
る
一
環
で
、
漁
業
者
と
遊
漁
関
係

者
の
秩
序
あ
る
漁
場
利
用
と
相
互
理
解
を
図

る
た
め
、
平
成
10
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

萩
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

知
る
萩
も
の
し
り
博
士
検
定
が
11
月
30
日
、

山
口
福
祉
文
化
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
子
ど

も
も
の
し
り
博
士
検
定
も
同
時
開
催
さ
れ
、

「
江
戸
に
あ
っ
た
萩
藩
の
下
屋
敷
は
、
現
在

は
次
の
ど
の
施
設
に
な
っ
て
い
る
？
」（
答

え
は
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
）
な
ど
50
問
に
、

65
人
の
小
学
生
が
挑
戦
。
見
事
51
人
が
初
代

子
ど
も
も
の
し
り
博
士
に
な
り
ま
し
た
。

　

修
士
課
程
は
70
人
が
受
験
し
56
人
が
合
格

（
合
格
率
80
％
）。
修
士
課
程
を
合
格
し
た
方

が
挑
戦
す
る
博
士
課
程
は
53
人
が
受
験
し
、

20
人
が
合
格（
合
格
率
37
・
７
％
）し
ま
し
た
。

子
ど
も
検
定
新
た
に
実
施

萩クロマグロトーナメント開催場所
（八里ヶ瀬および遊漁禁止区域を除く）

相島
大島

51
人
が
子
ど
も
も
の
し
り
博
士

萩商港
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市内各地域には、優れた産業やあまり知られていない製品、名産品があります。
今号では、田万川・むつみ・須佐・福栄地域の特色ある産業を紹介します。
※ 11 月 15 日号で萩・川上・旭地域を掲載しています。

　

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
で
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、
平
山

台
は
、
若
さ
と
女
性
パ
ワ
ー
で
活
気
の

あ
る
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
山
台
果
樹
生
産
組
合
の
農
家
戸
数

は
35
戸
。
２
代
目
が
中
心
で
、
平
均
年

齢
は
約
55
歳
。
そ
の
う
ち
、
３
代
目
と

な
る
20
～
30
歳
代
の
後
継
者
が
５
人
、

新
規
就
農
者
も
１
人
い
ま
す
。

　

女
性
部（
品
川
映え
い
こ子

部
長
）は
平
成
８

年
に
発
足
し
、
現
在
部
員
が
20
人
。
そ

の
う
ち
８
人
が
家
族
経
営
協
定（
家
族
の

就
業
条
件
や
収
益
配
分
な
ど
を
話
し
合

い
で
決
め
る
こ
と
）を
結
ぶ
な
ど
、
農
業

経
営
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

農
業
生
産
活
動
で
一
番

活
気
づ
い
て
い
る
地
域
で
す

平
山
台
果
樹
生
産
組
合
女
性
部
の

品
川
映
子
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

小
川
地
区
に
あ
る
フ
ル
ー
ツ
の

郷
・
平
山
台
は
、
桃
が
県
内
最
大
の
産

地
で
、
春
に
桃
、
梨
、
リ
ン
ゴ
の
花
が

咲
い
て
美
し
い
光
景
に
な
り
ま
す
。

　

若
い
農
業
者
が
多
く
、
組
合
員
同
士

が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
果
樹

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

平山台果樹生産組合女性部

　

須
佐
地
域
で
は
、
平
成
９
～
10
年
度

に
国
の
補
助
事
業
で
キ
ク
の
栽
培
施
設

（
鉄
骨
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）
と
集
出
荷

施
設
を
整
備
し
、
キ
ク
栽
培
の
担
い
手

を
育
成
す
る
た
め
の
研
修
事
業
を
始
め

ま
し
た
。
３
人
は
、
こ
の
事
業
に
参
加

し
た
第
１
期
研
修
生
で
、
５
年
間
の
研

修
終
了
時
に
、
３
人
で
会
社
を
設
立
。

現
在
も
３
人
で
キ
ク
栽
培
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の
技
術
指
導

も
行
い
、
後
継
者
の
育
成
も
図
り
な
が

ら
、
須
佐
地
域
で
の
キ
ク
の
産
地
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

キ
ク
の
売
り
上
げ
１
億
円
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す

マ
ム
マ
ム
す
さ
の

村
田
博
延
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

　
　

現
在
、
白
色
の
輪り
ん
ぎ
く菊

を
中
心
に
年

間
約
１
０
０
万
本
を
生
産
し
、
県
全

体
（
６
４
０
万
本
）
の
約
15
％
を
占

め
、
下
関
や
徳
山
な
ど
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　

現
状
は
、「
こ
ん
な
に
儲
か
っ
て
い

い
の
か
キ
ク
づ
く
り
」
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
出
荷
量
を
増

や
し
、
須
佐
地
域
で
キ
ク
の
売
り
上
げ

１
億
円
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

家
の
仏
壇
に
キ
ク
を
供
え
る
な
ど
、

日
本
の
古
く
か
ら
の
習
慣
を
今
一
度
見

直
し
て
、
家
の
仏
壇
に
キ
ク
を
供
え
て

ほ
し
い
で
す
。

　マムマムすさは、平成 14 年に代表取締役の中村
年
としたか

孝さん（写真中）、取締役の村田博
ひろのぶ

延さん（同右）、永
冨淳

あつし

さん（同左）の３人で立ち上げた会社です。
　栽培されたキクは、道の駅「ゆとりパークたまがわ」、
阿武町道の駅でも販売しています。
☎ 08387・6・3200（萩市須佐花き生産振興施設内）

国道191号←萩

阿
東
↓

益田→

国
道
３
１
５
号

県
道
17
号

道の駅「ゆとり
パークたまがわ」
　（車で約20分）

消防署
弥富出張所
（車で約５分）

平山台

　平山台は、標高150ｍ～ 270ｍで、昭和 33 年に地元有志６戸で
桃を栽培したのが始まりです。７月に桃（10ha）、８月に梨（９ha）、９月に
ブドウ（２ha）、栗（８ha）10月にリンゴ（２ha）が実ります。
　これらの果物は、道の駅「ゆ
とりパークたまがわ」や道の駅

「萩しーまーと」でも販売されて
います。
☎ 08387・4・0311（JA あぶ
らんど萩阿北営農指導センター）

㈲マムマムすさ
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平
成
９
年
に
開
業
し
た
道
の
駅
「
ハ

ピ
ネ
ス
ふ
く
え
」
の
土
産
品
と
し
て

作
っ
た
ヒ
ッ
ト
商
品
「
福
の
里
お
炭
つ

き
」
を
は
じ
め
、
相
島
産
さ
つ
ま
い
も

を
使
っ
た
「
さ
つ
ま
チ
ッ
プ
ス
」、
地

元
産
の
果
物
を
使
っ
た
「
ふ
く
ふ
く
ゼ

リ
ー
」
な
ど
、
地
元
産
の
素
材
を
使
っ

た
特
産
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
50
種
類
以
上
を

作
り
、
約
10
種
類
を
商
品
化

福
の
里
企
業
組
合
の

服
部
登
美
枝
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

新
商
品
は
、
本
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

見
た
も
の
を
参
考
に
、
地
元
産
の
素
材

を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
自
分
た
ち
な
り
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

50
種
類
以
上
の
も
の
を
作
り
、
売
れ
れ

ば
商
品
化
し
、
売
れ
な
け
れ
ば
止
め
る

と
い
う
繰
り
返
し
で
、
現
在
は
約
10
種

類
を
商
品
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

い
ろ
い
ろ
作
っ
て
い
く
中
で
、
新
し
い

商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
常

に
商
品
の
改
良
も
行
い
、
こ
れ
か
ら
も

従
業
員
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
新
し
い
商
品
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。 　写真は、左から矢次君

き み え

江さん、代表理事の服部登
と み え

美枝さ
ん、石川千

ち え こ

恵子さん。
　平成 15 年に現在の法人を設立し、製造所は紫福支所横
にあり、現在従業員は５人。
　商品は、道の駅「ハピネスふくえ」、「萩しーまーと」（ゼリー
のみ）のほか、各地のイベントにも出向いて販売しています。
☎ 53・0824

　

近
年
の
公
共
事
業
の
減
少
を
受
け
、

新
た
な
事
業
と
し
て
５
年
前
に
目
を
付

け
、研
究
を
重
ね
て
き
た
の
が「
ダ
チ
ョ

ウ
の
飼
育
」で
す
。
昨
年
９
月
に
、遊
休

地
を
利
用
し
て
ダ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
施
設

を
建
設
し
、ひ
な
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。

　

ダ
チ
ョ
ウ
は
、鳴
き
声
を
出
さ
ず
、糞

尿
が
少
な
く
、臭
い
を
出
さ
な
い
の
が
特

徴
。
性
格
も
穏
や
か
で
、野
菜
の
残
さ
な

ど
を
食
べ
る
の
で
、餌
代
も
か
か
ら
ず
、

飼
い
や
す
い
生
き
物
で
す
。
ま
た
、ダ

チ
ョ
ウ
肉
を
は
じ
め
、皮
革
製
品
、
装
飾

品
な
ど
多
様
な
用
途
に
使
わ
れ
ま
す
。

む
つ
み
昆
虫
王
国
と
と
も
に

集
客
面
で
相
乗
効
果

テ
ク
ノ
ア
ー
ス
の

中
尾
登
志
雄
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

ダ
チ
ョ
ウ
と
ふ
れ
あ
う
観
光
施
設

と
し
て
、
む
つ
み
昆
虫
王
国
と
と
も
に

集
客
面
で
相
乗
効
果
を
図
る
ほ
か
、
ダ

チ
ョ
ウ
製
品
の
製
造
・
販
売
事
業
で
地

場
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、飼
育
数
が
少
な
い
で
す
が
、

将
来
は
、
食
品
、
観
光
、
工
芸
品
、
医

薬
品
な
ど
ダ
チ
ョ
ウ
を
使
っ
た
新
し
い

産
業
を
創
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
役

立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
春
頃
に
は
、
ひ
な
の
餌
や
り
な

ど
が
で
き
る
「
ダ
チ
ョ
ウ
の
里
」
を
開

園
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　土木建設業を主な事業とするテクノアース代表取締役の
中尾登

と し お

志雄さん。
　現在、県道萩津和野線のむつみ昆虫王国入口にある防長
交通むつみ車庫裏の 8,000㎡の敷地に７羽のダチョウを
飼育しています。
☎ 08388・6・0320

福の里企業組合

㈱テクノアース
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農
業
委
員
会
の
統
合
に
つ
い
て

　

本
市
の
農
業
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
萩
、
川
上
、
旭
地
域
の
区
域
を

所
管
す
る
萩
市
西
農
業
委
員
会
と
田
万

川
、
む
つ
み
、
須
佐
、
福
栄
地
域
の
区

域
を
所
管
す
る
萩
市
東
農
業
委
員
会
を

設
置
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
合
併
後
４

年
以
内
に
こ
の
２
つ
の
農
業
委
員
会
を

統
合
す
る
と
い
う
合
併
協
議
会
で
の
調

整
方
針
に
基
づ
き
平
成
21
年
３
月
６
日

に
統
合
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
た
び
関

係
機
関
の
ご
理
解
を
得
て
、
本
定
例
会

に
関
係
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

統
合
後
の
農
業
委
員
会
は
、
農
地
面

積
お
よ
び
農
業
者
数
な
ど
各
地
域
の
事

情
を
考
慮
し
た
選
挙
区
を
設
け
、
選
挙

に
よ
る
委
員
を
30
人
、
関
係
機
関
か
ら

推
薦
さ
れ
る
選
任
委
員
を
７
人
と
し
、

合
計
37
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
合
併

に
伴
い
手
狭
と
な
っ
た
庁
舎
を
補
う
た

め
、
今
後
取
得
予
定
で
あ
る
旧
山
口
統

計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
を
市
の
分
庁
舎
と

し
、
こ
こ
に
、
現
在
分
散
し
て
い
る
農

林
水
産
部
と
農
業
委
員
会
事
務
局
を
集

約
し
、
組
織
の
連
携
と
事
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
第
一
次
産

業
の
抱
え
る
共
通
課
題
に
一
体
的
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
生
活
対
策
」へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

に
端
を
発
し
た
金
融
市
場
の
混
乱
は
、

世
界
各
国
の
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
、
長
期
化
か
つ
深
刻
化
す
る
様
子
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　

国
は「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合

対
策
」に
次
い
で
、
新
し
い
経
済
対
策
で

あ
る「
生
活
対
策
」い
わ
ゆ
る
追
加
経
済

対
策
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
生
活
対
策
」で
は
、
暮
ら
し
の
安
心

が
脅
か
さ
れ
て
い
る「
生
活
者
」や
資
金

繰
り
に
苦
し
む
「
中
小
・
小
規
模
企
業
」、

あ
る
い
は
都
市
部
と
の
格
差
に
悩
む「
地

方
」と
い
っ
た
弱
者
に
対
し
、セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
よ
り
一
層
強
力
に
張
り
巡
ら

す
こ
と
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て

お
り
、
本
市
と
し
て
も
、
今
後
具
体
化

し
て
く
る
国
の「
生
活
対
策
」に
対
応
す

る
た
め
の
準
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

※
他
に
報
告
し
た
「
九
州
・
山
口
の
近

代
化
産
業
遺
産
群
の
世
界
遺
産
国
内
暫

定
一
覧
表
へ
の
記
載
」
お
よ
び
「
萩
有

料
道
路
の
早
期
無
料
化
」に
つ
い
て
は
、

10
月
15
日
号
と
11
月
15
日
号
で
す
で
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

萩
市
議
会
12
月
定
例
会

萩城城下町（菊屋横町） 萩城跡（外堀）

　

11
月
21
日
、
国
の
文
化
審
議
会
が
国

指
定
史
跡
「
萩
城
跡
」
お
よ
び
「
萩
城

城
下
町
」
の
地
域
を
拡
大
し
て
追
加
指

定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し

ま
し
た
。

　

史
跡
「
萩
城
跡
」
の
追
加
指
定
地
は
、

外
堀
の
西
岸
に
あ
た
り
、
か
つ
て
土
塁

や
馬
場
が
存
在
し
た
地
区
で
す
。
現
在

宅
地
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
土

塁
な
ど
の
復
原
を
目
指
す
市
で
は
、
開

発
行
為
を
防
ぐ
た
め
、
保
存
整
備
す
る

計
画
で
す
。追
加
面
積
は
２
１
７
６
㎡
、

指
定
地
面
積
は
37
万
１
０
４
８
㎡
に
な

り
ま
す
。

　

史
跡「
萩
城
城
下
町
」の
追
加
指
定

地
は
、
こ
れ
ま
で
の
指
定
範
囲
の
東
・

北
・
西
の
外
周
に
位
置
す
る
場
所
の
一

部
で
、
高
杉
晋
作
誕
生
地
の
隣
接
地

な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。
開
発
行
為

等
が
行
わ
れ
る
と
地
区
の
保
存
管
理
や

景
観
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
保
存

管
理
し
て
い
く
計
画
で
す
。
追
加
面

積
は
４
１
０
６
㎡
、
指
定
地
面
積
は

５
万
９
１
９
４
㎡
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
２
９
９
）

国指定史跡

市
長
報
告
（
抜
粋
）
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産
廃
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

福
栄
地
域
産
廃
処
分
場
の
建
設
計
画

に
反
対
す
る
市
民
組
織
「
萩
・
福
栄　

水
と
命
を
守
る
会
」（
塩
谷
正ま
さ
と人
会
長
）

が
11
月
15
日
、
市
民
館
で
産
廃
問
題
講

演
会
を
開
催
し
、
約
６
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、「
産
廃
阻
止
は
市
民

の
力
で
」
と
い
う
演
題
で
、
宮
本
勝か
つ
あ
き彬

水
俣
市
長
（
産
廃
阻
止
！
水
俣
市
民
会

議
会
長
）
が
、
実
際
に
産
廃
処
分
場
建

設
を
阻
止
し
た
水
俣
市
の
市
民
運
動
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
水
俣
市
は
、
環
境
都
市
と
し

て
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
か
つ

て
の
水
俣
病
の
辛
い
経
験
を
踏
ま
え
、

公
害
の
ま
ち
か
ら
環
境
の
ま
ち
へ
と
変

化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

宮
本
市
長
は
「
こ
う
し
た
環
境
に
対

市
で
は
、
平
成
18
年
に
「
平
和
都

市
宣
言
」
を
行
っ
た
平
和
行
政

推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
11
月
４

日
、「
平
和
市
長
会
議
」（
会
長
：
秋あ
き
ば葉

忠た
だ
と
し利
広
島
市
長
）
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、「
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
て
の
都
市
連
帯
推
進
計
画
」
に
賛
同

産
廃
対
策
室
レ
ポ
ー
ト

萩
・
福
栄　
水
と
命
を
守
る
会

産
廃
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

す
る
市
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
、
比
較
的
短
期
間

で
産
廃
処
分
場
中
止
を
勝
ち
取
り
、
市

民
自
ら
の
手
で
水
俣
を
守
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
宮
本
市
長
、
野
村
市

長
、
塩
谷
会
長
な
ど
６
人
の
パ
ネ
ラ
ー

に
よ
る
討
論
会
が
行
わ
れ
、「
市
民
の
意

見
を
結
集
す
る
こ
と
」、「
科
学
的
な
根

拠
を
提
示
し
、
危
険
な
処
分
場
を
作
ら

せ
な
い
こ
と
」、「
子
や
孫
た
ち
に
美
し
い

緑
と
清
ら
か
な
水
を
守
る
た
め
、
行
動

す
る
こ
と
」、「
す
べ
て
の
住
民
の
団
結
に

よ
り
阻
止
運
動
を
行
う
こ
と
」な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
産
廃
阻
止
に
向
け
て
の

今
後
の
道
筋
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
産
廃
問
題
に
関
す
る
出
前
講
座

　

萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る
会
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
産
廃
問
題
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
内
会
な

ど
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
会
合
に
会

員
が
出
向
い
て
説
明
す
る
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
・
福
栄 

水
と
命

を
守
る
会
（
２
２
・
３
８
７
４
）

講演中の宮本水俣市長

山
陰
自
動
車
道
（
益
田
〜
萩
間
）、

萩
東
道
路
、
小
郡
萩
道
路
、
萩
・

三
隅
道
路
の
４
つ
の
路
線
の
早
期
整
備

を
図
る
た
め
市
が
主
宰
す
る
山
陰
自
動

車
道
（
益
田
〜
萩
間
）
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
な
ど
４
つ
の
同
盟
会
が
11
月
13

日
、
関
係
市
町
、
民
間
団
体
と
合
同
で

国
土
交
通
省
お
よ
び
地
元
選
出
の
国
会

議
員
へ
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
昨
年
の
道
路
中
期
計
画
素
案

に
完
成
２
車
線
整
備
計
画
区
間
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
山
陰
道（
益
田
〜
萩
間
）

に
つ
い
て
、
萩
東
道
路
と
し
て
一
日
も

早
く
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

　

国
は
、「
来
年
度
か
ら
道
路
特
定
財

源
が
一
般
財
源
化
さ
れ
て
も
、
地
方
が

真
に
必
要
と
し
て
い
る
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
財
源
を
確
保
し
、
計
画
的
に

進
め
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

県内初

す
る
世
界
各
国
の
都
市
で
構
成
さ
れ
た

団
体
で
、
12
月
１
日
現
在
、
２
５
３
６

都
市
が
加
盟
。
国
内
で
は
広
島
市
、
長

崎
市
を
は
じ
め
１
７
８
都
市
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
へ
の
加
盟
は
、
山
口
県
内

で
萩
市
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
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山
口
県
、市
町
で
は
、CO²
排
出
量
の
削

減
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、10
月
15
日
、

日
頃
マ
イ
カ
ー
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
が

徒
歩
、自
転
車
、列
車
、バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
で
の
通
勤
を
実
践
す
る

「
県
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」を
実

施
し
、萩
市
で
も
多
く
の
事
業
所
・
団

体
が
エ
コ
ラ
イ
フ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
萩
市
環
境
基
本
計
画
」

お
よ
び
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
萩

市
環
境
実
行
計
画
を
作
成
し
、
市
役
所

の
事
務
・
事
業
に
関
し
て
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
計
画
的

に
実
行
し
て
い
ま
す
。

■温室効果ガス総排出量

■地球温暖化防止に向けた主な取り組み
□両面コピーの促進
□昼休みの消灯
□クールビズ（夏期）、ウォームビズ（冬期）の実施
□公用車の共同利用
□ノーマイカー通勤の促進（月２回）

　

市
で
は
、
レ
ジ
袋
削
減
を
目
的
と
し
た
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
地
球
温
暖
化
防
止
を

啓
発
す
る
た
め
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ

グ
と
地
球
温
暖
化
防
止
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ
に
は
50
作
品
、
ポ

ス
タ
ー
に
は
17
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
11
月

28
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

【
各
部
門
の
金
賞
受
賞
者
】

◯
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ　

小
学
生
の
部
＝
山
根
紗さ
つ
き月

（
椿
西
小
６
年
）

中
学
生
の
部
＝
友
永
有ゆ

き紀（
越
ケ
浜
中
２
年
）

一
般
の
部
＝
橋
本
美み

き

こ
紀
子
（
平
安
古
町
）

◯
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー　

大
谷
実み

お央
（
椿
西
小
５
年
）

　

平
成
19
年
度
は
、
電
気
使
用
量
、
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
使
用
量
の
節
約
効

果
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
温
室
効
果
ガ

ス
総
排
出
量
が
１
万
４
３
７
５
ｔ
‐

CO²

と
な
り
、
18
年
度
に
比
べ
２
％
、
17
年

度
に
比
べ
4.6
％
削
減
し
ま
し
た
。

※
温
室
効
果
ガ
ス
と
は

　

太
陽
か
ら
の
熱
を
地
球
に
封
じ
込

め
、
地
表
を
暖
め
る
働
き
が
あ
る
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
ガ

ス
を
い
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

▲橋本さんのマイバック
（セーターやシーツなどを活用） ▲大谷さんのポスター

■
萩
市
の
実
施
結
果

○
実
施
団
体　

64
事
業
所
・
団
体

○
実
施
団
体
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
実

施
率　

58
％
（
山
口
県
全
体
の
実
施
率

は
39
％
）

○
CO²
削
減
量　

５
３
８
０
㎏―

CO²
（
ガ

ソ
リ
ン
に
換
算
す
る
と
２
３
３
９
ℓ
）

※
削
減
し
た
通
勤
距
離
は

２
万
２
６
９
０
㎞
（
萩
市
か
ら
東
京
ま

で
約
11
往
復
で
き
る
距
離
に
相
当
）

◆
山
口
県
で
は
12
月
を
「
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
強
化
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
の
実
施
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目標 17 年度
（基準年度） 18 年度 19 年度

ー 3％ 15,071 14,673
（ー 2.6％）

14,375
（ー 4.6％）

（単位：ｔ-CO²）

10
月
15
日
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■
そ
の
他
の
注
意
点

　

便
を
触
っ
た
手
か
ら
感
染
し
ま
す
の
で
、

お
母
さ
ん
、お
子
さ
ん
も
頻
繁
に
手
を
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。
特
に
食
事
の
前
、
便
を
処

理
し
た
後
な
ど
は
、
こ
ま
め
に
石
け
ん
と

流
水
で
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

２
～
３
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、

嘔
吐
が
頻
繁
で
お
な
か
が
痛
そ
う
に
泣
く

の
を
繰
り
返
し
た
り
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
の

よ
う
な
赤
い
便
が
出
た
り
す
る
と
き
に
は

腸ち
ょ
う
じ
ゅ
う
せ
き

重
積
と
い
う
病
気
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、早
め
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

注：経
口
補
水
液
は
、イ
オ
ン
飲
料
や
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
軽
度
か
ら
中

等
度
の
脱
水
状
態
時
に
用
い
る
こ
と
を
目

的
に
開
発
さ
れ
た
特
別
用
途
食
品（
個
別
評

価
型
病
者
用
食
品
）で
す
。
電
解
質
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
分
、一
般
的
な
イ
オ
ン
飲
料

よ
り
も
し
ょ
っ
ぱ
い
感
じ
が
し
ま
す
。
W
Ｈ

Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
の
提
唱
す
る
経
口
補

水
療
法
の
考
え
に
基
づ
い
た
飲
料
で
、「
オ
ー

エ
ス
ワ
ン
」（
大
塚
製
薬
）な
ど
が
有
名
で
す
。

■
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
と
は

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
で
、
冬と
う
き期

嘔お
う
と吐

下げ
り
し
ょ
う

痢
症
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
多
く
は

突
然
の
嘔
吐
で
発
症
し
、
う
つ
る
病
気
で

す
。
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
何
種
類
も
あ
り
、

最
も
代
表
的
な
ウ
イ
ル
ス
が
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
そ
の
他
の
ウ
イ
ル

ス
で
は
ア
ス
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
腸
管
ア
デ

ノ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

■
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
の
症
状

　

一
般
的
に
は
、
数
回
～
十
数
回
嘔
吐

し
、
同
時
か
少
し
後
か
ら
下
痢
が
始
ま
り

ま
す
。
下
痢
は
一
日
数
回
～
十
数
回
に
な

り
ま
す
。
下
痢
の
期
間
は
長
く
続
き
、
一

週
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ク

リ
ー
ム
色
の
下
痢
が
出
た
り
、
ひ
ど
い
と

き
に
は
米
の
と
ぎ
汁
の
よ
う
な
便
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
の
症
状
が
も
っ
と
も
強
く
、
便
が

白
っ
ぽ
く
な
る
傾
向
が
高
く
下
痢
も
長
引

き
ま
す
。
熱
も
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
自
然
に
回
復
す
る
傾
向
の

あ
る
病
気
で
す
が
、
脱
水
症
を
起
こ
し

た
場
合
に
は
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０
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す
。
嘔
吐
や
下
痢
で
体
内
の
水
分
と
と
も

に
消
化
液
を
失
う
と
、
塩
分
な
ど
（
電
解

質
）
体
液
が
失
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
の

前
に
適
切
な
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
の
治
療

　

嘔
吐
す
る
時
間
は
、
多
く
は
数
時
間
か

ら
約
一
日
程
度
で
止
ま
っ
て
き
ま
す
。
嘔

吐
止
め
（
主
に
座
薬
）
を
使
用
し
嘔
吐
が

止
ま
る
の
を
待
ち
ま
す
。
こ
の
間
は
無
理

に
食
べ
物
や
飲
み
物
を
与
え
る
の
は
逆
効

果
で
す
。
お
腹
を
休
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

吐
き
気
が
止
ま
り
、
飲
め
そ
う
に
な
っ

た
ら
ス
プ
ー
ン
で
少
量
ず
つ
飲
み
物
や
食

べ
物
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
で
嘔
吐
が
な
け

れ
ば
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
吐
く
と
い
う
こ

と
は
な
く
な
り
ま
す
。
嘔
吐
が
軽
い
場
合

は
経
口
補
水
液（
注
）な
ど
を
与
え
る
の
も

有
効
で
す
。
経
口
補
水
液
は
脱
水
を
予
防

す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
か
な

り
塩
分
の
濃
度
が
高
く
し
ょ
っ
ぱ
い
感
じ

が
し
ま
す
が
、
脱
水
気
味
の
子
は
飲
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
こ
う
す
れ
ば
脱

水
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
吐
き
続
け
た
り
、
下
痢
が

ひ
ど
か
っ
た
り
し
て
水
分
が
ほ
と
ん
ど
取

れ
な
い
場
合
に
は
病
院
で
点
滴
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
２
０
０
～
５
０
０
cc
ほ

ど
の
点
滴
で
良
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ひ
ど
い
場
合
は
入
院
が
必
要
で
す
。

逆
に
嘔
吐
も
下
痢
も
な
く
、
普
通
の
硬
さ

で
便
が
白
く
な
る
だ
け
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
治
療
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
食
事
の
与
え
方

　

嘔
吐
が
止
ま
り
、
下
痢
の
回
数
が
減

り
、
水す
い
よ
う様
か
ら
泥
状
へ
と
回
復
す
る
に
つ

れ
て
、
食
事
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。便
と
同
じ
軟
ら
か
さ
を
目
安
に
、

お
か
ゆ
、
よ
く
煮
た
う
ど
ん
な
ど
を
食
べ

さ
せ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

乳
製
品
、
油
も
の
、
生
野
菜
な
ど
繊

維
の
多
い
も
の
は
控
え
た
ほ
う
が
良
い
で

す
。
栄
養
は
控
え
目
で
も
早
く
下
痢
を
治

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
ふ
ろ

　

下
痢
が
ひ
ど
く
、
元
気
の
な
い
時
に
は

入
れ
な
い
ほ
う
が
良
い
で
す
。
お
尻
は
お

湯
で
よ
く
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
に
つ
い
て

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
は
毎
年
、
主
に
冬
期
に
流
行
す
る
病
気
で
、
お
子
さ
ん
が
か
か
っ
た

経
験
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
胃
腸
炎
の
お
話
で
す
。

医師：遠
えんどう

藤 久
ひさし

萩市民病院

専門：小児科
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創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
〜
若
き
志
士
た
ち
〜
」

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

来
年
は
松
陰
先
生
没
後
１
５
０
年

三
見
〜
萩
間
、
延
長

8.1
㎞
の
工
事
進
む

　

吉
田
松
陰
没
後
１
５
０
年
を
記
念
し
、
松

陰
先
生
の
偉
業
を
題
材
と
し
、
創
作
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
〜
若
き
志
士
た
ち

〜
」
を
、
来
年
11
月
21
日
・
22
日
に
市
民
館

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
出
演
者
約
60
人
は

公
募
で
決
定
し
、
今
年
春
か
ら
来
年
の
公
演

に
向
け
て
練
習
中
で
す
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
45
人
が
11
月
15
日
に
松

陰
神
社
の
境
内
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
中
か

ら
志
士
ダ
ン
ス
、
松
陰
先
生
の
言
葉
の
朗
唱

な
ど
を
披
露
し
、
多
く
の
観
光
客
の
注
目
を

集
め
ま
し
た
。 

　

松
陰
神
社
内
、
参
道
を
は
さ
ん
で
松
下
村

塾
の
反
対
側
に
、
宝
物
殿
の
外
観
が
完
成

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
吉
田
松
陰
殉
節

１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
来

年
10
月
27
日
に
開
館
す
る
予
定
で
、
留
魂
録

な
ど
松
陰
先
生
の
著
述
や
書
簡
類
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

　

松
陰
神
社
で
は
、
松
陰
先
生
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
さ
わ
し
く
、
多
く
の
方
に
親
し
み
の

あ
る
愛
称
を
１
月
31
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
松
陰
神
社
社
務
所
内
宝
物

殿
愛
称
募
集
係
（
２
２
・
４
２
８
２
）
へ
。

松
陰
神
社
に
宝
物
殿　

愛
称
募
集
中

　

国
道
１
９
１
号
萩
・
三
隅
道
路
の
三
見（
明

石
）
Ｉ
Ｃ
〜
萩（
椿
）Ｉ
Ｃ
区
間
の
延
長
8.1
㎞

（
２
車
線
）は
、平
成
23
年
の
山
口
国
体
開
催

ま
で
の
全
線
開
通
を
目
標
に
、
国
の
直
轄
事

業
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
11
月

に
青
海
第
１
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
４
２
２
ｍ
）

と
青
海
第
２
ト
ン
ネ
ル（
延
長
１
６
３
３
ｍ
）

の
工
事
が
発
注
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
地
区
側
か
ら
掘
り
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
椿
地
区
で
の
本
線
工
事
は
初
め
て
の
着

手
と
な
り
、
こ
の
工
事
で
、
三
見
（
明
石
）

Ｉ
Ｃ
〜
萩
（
椿
）
Ｉ
Ｃ
間
の
全
区
間
で
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

萩
・
三
隅
道
路

　

11
月
21
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
萩
ツ
イ

ン
シ
ネ
マ
で
「
萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
映
画
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
は
北
浦
地
区
に
映
画
館

を
残
そ
う
と
、
平
成
16
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
が
運
営
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
映
画
祭
は
映
画
館
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、
山
口
県
出
身
の
映
画
監
督　

佐
々
部
清
監
督
特
集
と
し
て
行
わ
れ
、
22
日

に
は
監
督
の
舞
台
挨
拶
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、「
半
落
ち
」
な
ど
佐
々
部
監
督

の
作
品
６
本
が
上
映
さ
れ
、
約
６
０
０
人
が

鑑
賞
し
ま
し
た
。

萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
映
画
祭

萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
映
画
祭
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見
島
牛　

上
野
動
物
園
に
出
発

郷
土
の
歴
史
探
訪
で
交
流
深
め
る

萩
往
還
さ
さ
な
み
お
い
で
ん
祭

　

11
月
23
日
に
開
催
。
こ
の
大
会
は
市
内
で

も
伝
統
の
あ
る
大
会
で
今
年
で
45
回
目
。

　

全
５
区
間
26
・
01
㎞
（
中
学
校
・
女
子
の

部
は
６
区
間
、
17
・
30
㎞
）
の
む
つ
み
地
域

を
縦
断
す
る
コ
ー
ス
を
、
中
学
、
高
校
、
一

般
等
33
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
区
間
新
記
録
が
９
つ
と
前
回
を

上
回
る
成
績
で
し
た
。

【
優
勝
チ
ー
ム
】

中
学
校
の
部
＝
萩
東
中
学
校
、
高
校
の
部
＝

西
京
高
校
、
一
般
の
部
＝
自
衛
隊
山
口
、
女

子
（
中
学
校
）
の
部
＝
萩
東
中
学
校
、
女
子

（
一
般
）
の
部
＝
萩
高
校

　

須
佐
出
身
で
東
京
で
郷
土
史
を
学
ん
で
い

る
東
京
史
談
会
と
地
元
須
佐
郷
土
史
研
究

会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
須
佐
の
皆
さ
ん
が
、
９

月
11
日
、
12
日
、
郷
土
の
歴
史
探
訪
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
帰
省
さ
れ
た
の
は
、
東
京
史
談
会
９

人
の
方
々
。
郷
土
史
研
究
や
文
化
財
の
保

存
・
活
用
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
、
益
田

家
墓
所
、
久く
は
ら原
房ふ
さ
の
す
け

之
助
関
係
の
史
跡
、
高こ
う
や
ま山

磁じ
し
ゃ
く
い
し

石
石
、
畳た
た
み
が
ふ
ち

ケ
淵
な
ど
の
史
跡
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

東
京
史
談
会
の
集
い
は
、
平
成
９
年
か
ら

始
ま
り
、今
年
12
月
で
百
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

む
つ
み

須
佐

　

11
月
16
日
、
旭
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。秋
の
収
穫
を
喜
び
、

ま
ち
と
む
ら
の
交
流
を
図
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
名
称
を
「
文
化
祭
」
か
ら
「
さ
さ
な

み
お
い
で
ん
祭
」
に
改
め
２
年
目
。
今
年
は

１
５
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
各
地
区
の
婦
人
部
に
よ
る
野
菜

の
即
売
や
各
種
団
体
の
出
店
、、
バ
ザ
ー
な

ど
も
あ
り
、
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
ロ
ン
グ

巻
き
寿
司
大
会
や
、
起
震
車
で
震
度
７
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

見
島
牛
が
上
野
動
物
園
（
東
京
都
）
で
展

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
11
月
26
日
に
見
島

を
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物
見
島
ウ
シ

産
地
と
し
て
の
価
値
や
保
護
増
殖
の
取
り
組

み
、
見
島
牛
保
存
会
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
日
本
人
と
長
い
年
月
を
と
も
に
し

て
き
た
在
来
の
家
畜
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
天
然

記
念
物
指
定
80
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念

行
事
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。検
疫
を
経
て
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
干
支
展
（
２
月
２
日

ま
で
）
か
ら
公
開
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

萩

む
つ
み
縦
走
駅
伝

旭
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日
本
が
幕
藩
制
国
家
か
ら
近
代
国
家
へ
と

生
ま
れ
変
わ
る
明
治
維
新
と
い
う
大
変
革
期

に
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
の

が
、
萩
の
乱
な
ど
の
士
族
反
乱
で
す
。

　

明
治
政
府
の
近
代
化
政
策
に
不
満
を
抱
く

萩
の
士
族
は
、
政
府
の
元
参
議
前
原
一い
っ
せ
い
誠
の
も

と
に
集
結
し
ま
す
。
前
原
は
、熊
本
・
秋あ
き
づ
き月
の

士
族
が
挙
兵
し
た
と
の
情
報
を
つ
か
む
と
、
明

治
９
年（
１
８
７
６
）10
月
26
日
、同
志
80
人
余

と
と
も
に
決
起
し
、萩
の
乱
が
勃
発
し
ま
し
た
。

　

前
原
は
上
京
し
て
政
府
を
非
難
す
べ
く
、

当
初
山
口
方
面
へ
進
む
予
定
で
し
た
が
、
戦

闘
を
避
け
て
山
陰
方
面
に
進
路
を
変
え
ま

す
。
し
か
し
同
志
の
逮
捕
を
知
り
、
10
月

31
日
に
萩
へ
引
き
返
す
と
戦
闘
と
な
り
ま
し

た
。
広
島
鎮ち
ん
だ
い台

司
令
長
官
の
三
浦
梧ご
ろ
う楼

は
、

た
だ
ち
に
山
口
に
急
行
し
て
本
営
を
設
け
、

前
原
軍
と
対
峙
し
ま
す
。

　

戦
闘
に
敗
れ
た
前
原
は
脱
出
し
、
上
京
し
て

挙
兵
の
真
意
を
政
府
や
国
民
に
訴
え
よ
う
と
し

ま
す
。
11
月
１
日
、
同
志
の
奥
お
く
だ
い
ら平
謙け
ん
す
け輔
ら
と

と
も
に
江
崎
港
か
ら
船
に
乗
り
ま
す
が
、
宇う
り
ゅ
う龍

港（
出
雲
市
）に
寄
航
中
に
捕ほ
ば
く縛
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
萩
に
残
っ
た
前
原
軍
は
、
準
備

不
足
や
他
県
士
族
と
の
連
携
の
甘
さ
な
ど
か

ら
、
死
傷
者
・
脱
落
者
が
相
次
ぎ
、
11
月
８

日
に
鎮
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
臨
時
裁
判
所
で
の
審
議
を
経
て
、
12
月

３
日
、
前
原
ほ
か
８
人
は
斬ざ
ん
し
ゅ首
、
48
人
は
懲

役
に
処
さ
れ
ま
す
。前
原
は
挙
兵
の
趣
旨
に
、

内
政
面
で
は
地
租
改
正
の
失
敗
、
士
族
対
策

の
欠
如
な
ど
、
外
交
面
で
は
征
韓
中
止
反
対

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
政
府
の
急
進
的
な
近
代
化
政
策
は
、

萩
に
限
ら
ず
、
佐
賀
や
鹿
児
島
な
ど
に
お
い

て
も
、
士
族
反
乱
と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
伴

う
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

展 示
資 料

3

△萩の乱で焼けた橋本町の様子を椿町から
　橋本大橋越しに撮影した古写真（萩博物館蔵）

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
、
10
代
や
20
代
の

カ
ッ
プ
ル
、
高
校
生
や
大
学
生
の
若
者

の
間
に
起
き
て
い
る
Ｄ
Ｖ
（
親
密
な
関

係
に
あ
る
相
手
か
ら
振
わ
れ
る
暴
力
）

の
こ
と
で
、
男
女
に
関
係
な
く
、
被
害

者
に
な
る
こ
と
も
加
害
者
に
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◆
相
手
か
ら
こ
ん
な
こ
と

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

□ 

携
帯
電
話
の
通
話
や
メ
ー
ル
の
履

歴
を
勝
手
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
り
、
ア

ド
レ
ス
を
勝
手
に
削
除
さ
れ
る

□ 

目
の
前
で
物
を
壊
し
た
り
、
壊
す

ま
ね
を
し
て
怖
が
ら
せ
る

□ 

暴
言
を
あ
び
せ
た
り
怒
鳴
っ
て
お

ど
さ
れ
る

　

不
安
に
な
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
な
い

で
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
は

必
ず
守
り
ま
す
。

◦
萩
市
女
性
相
談
窓
口（
２
５
・
３
３
６

６
）

※
月
・
水
・
金
曜
日
は
女
性
相
談
員
が

対
応
し
ま
す
。

◦
山
口
県
男
女
共
同
参
画
相
談
セ
ン

タ
ー
（
０
８
３
・
９
０
１
・
１
１
２
２
）

◎
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　

恋
愛
期
間
を
不
安
に
し
て
し
ま
う

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
正
し
い
理
解
と
防
止
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
と
き　

１
月
13
日
（
火
）
午
後
７
時

〜
９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
演
題　
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？
」

■
講
師　

松
田
洋よ
う
こ子

（
ア
ウ
ェ
ア
認

定
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
）

※
託
児
あ
り
（
事
前
申
込
が
必
要
）

■
定
員　

30
人
程
度

■
主
催
・
申
し
込
み

○
市
民
活
動
推
進
課
男
女
共
同
参
画
推

進
室
（
２
５
・
３
３
７
３
）

（
年
末
年
始
も
開
館
）

萩
博
物
館
企
画
展

開 

催 

中

〈
明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
〉

09
年
１
月
７
日（
水
）

➡

男女共同参画
コーナー
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所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方
へ

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
（
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
）
の
申
告
を
お
忘

れ
な
く

　

平
成
19
年
か
ら
の
税
源
移
譲
で

所
得
税
が
減
額
と
な
り
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
が
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
く
な
る
場
合
は
、
翌
年

度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら

控
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
20
年
度
分

か
ら
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
ま

で
適
用
さ
れ
、
申
告
書
の
提
出
は

毎
年
必
要
で
す
。
該
当
さ
れ
る
場

合
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、申
告
さ
れ
た
方
に
は
、

12
月
中
旬
頃
に
通
知
し
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
11
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
入
居
さ
れ
、
次
に
該
当
す
る

方【
給
与
所
得
者（
年
末
調
整
）の
方
】

①
年
末
調
整
に
お
い
て
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る

②
源
泉
徴
収
税
額
が
０
円

【
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
】

①
確
定
申
告
に
お
い
て
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る

②
差
引
所
得
税
額
が
０
円

■
手
続
方
法　

税
務
課
市
民
税

係
、各
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
、

支
所
・
出
張
所
備
え
付
け
の
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
給
与
所
得
者
の
方
】
源
泉
徴
収

票
（
コ
ピ
ー
可
）
を
添
付
し
て
、

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま

い
の
市
町
村
へ

【
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
】
所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と

も
に
税
務
署
へ

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
告
期
限　

平
成
21
年
３
月
16

日（
月
）

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

（
２
５
・
３
１
８
４
）

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な

る
と
、
防
寒
の
不
備
な
水
道
管
は

水
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
防
寒
の
方
法

①
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
に
は
、
保
温
材
や
毛

布
、
布
な
ど
を
巻
き
、
さ
ら
に
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
と
効
果
的

で
す
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
毛
布

や
布
き
れ
な
ど
を
入
れ
、
ま
わ
り

　
　

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

小
学
校
男
子
制
服
・
カ
ッ
タ
ー

シ
ャ
ツ
等　

萩
幼
稚
園
男
児
制

服
・
カ
バ
ン
・
上
履
き
入
れ

単
車　

乗
馬
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

パ
イ
プ
ベ
ッ
ド　

ウ
サ
ギ
飼
育

道
具　

Ｆ
Ａ
Ｘ
付
き
留
守
番
電

話
機　

電
動
ろ
く
ろ　

掛
布

団
・
タ
オ
ル

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

萩
高
男
女
制
服　

萩
東
中
・
萩

西
中
女
子
制
服　

明
倫
小
制
服

萩
焼
道
具
一
式　

手
動
式
ミ
ン

チ
機　

小
型
テ
レ
ビ　

七
五
三

用
帯　

石
灯
籠

◆
登
録
は
３
か
月
間
。登
録
者

と
直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。希
望
者
は
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・

萩
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ

れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◯
再
生
品
の
販
売

　

自
転
車
・
タ
ン
ス
・
机
を
抽

選
に
よ
り
販
売
し
ま
す
。

▽
１
月
19
日（
月
）　

応
募
締
切

正
午

◎
休
館
日　

１
月
４
日（
日
）、

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第
２
木
曜

日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

を
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
保
温
し
て
く

だ
さ
い
。

③
気
温
が
下
が
っ
て
凍
結
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
蛇
口
を
少
し
開

い
て
水
を
流
し
て
お
く
と
凍
結
防

止
に
な
り
ま
す
。

■
凍
結
し
た
場
合

　

自
然
に
と
け
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
熱
湯
な
ど
を
急
に
か
け

る
と
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
破
裂
し
た
場
合

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ

ル
ブ
を
右
に
ま
わ
し
て
水
を
止
め

る
か
、
破
裂
部
分
に
布
な
ど
を
巻

き
、
針
金
や
ヒ
モ
で
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
を
済
ま
せ
た
ら
、
水

道
工
務
課
、
総
合
事
務
所
施
設
課

ま
た
は
お
近
く
の
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◦
本
人
確
認
書
類
と
し
て
便
利
な

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
５
月
か
ら
住
民
票
等
の

証
明
書
を
交
付
す
る
際
に
は
本
人

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
本
人
確
認
に
便
利
な
写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

活
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
交
付
手
数
料　

一
件
５
０
０
円

■
申
請
方
法　

本
人
確
認
が
で
き

る
も
の（
保
険
証
等
）を
持
参
の
う

え
、
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
事
務

所
市
民
生
活
課
備
え
付
け
の
申
請

書
を
提
出

※
写
真
は
、
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
、

無
帽
、
無
背
景
の
も
の
を
持
参
さ

れ
る
か
、
窓
口
で
も
撮
影
で
き
ま

す
。

※
カ
ー
ド
交
付
に
は
申
請
後
２
〜

３
週
間
か
か
り
ま
す
。

◦
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス（
電

子
証
明
書
）

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
を
書
き
込
ん
だ
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利
用
し
て
、
職

場
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
簡
単
に
所

得
税
の
確
定
申
告（
ｅ
‐
T
ａ
ｘ
）

が
で
き
ま
す
。
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有

効
期
限
は
発
行
日
か
ら
３
年
で

す
。

■
交
付
手
数
料　

一
件
５
０
０
円

■
申
請
方
法　

住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
と
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
等
）を
市
民
課
ま

た
は
各
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課

へ
持
参

問
い
合
わ
せ

市
民
課
登
録
係（

２
５
・
３
４
９
３
）

定
額
給
付
金
の
給
付
を

装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」

や「
個
人
情
報
の
詐
取
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

現
在
、
国
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
連
絡

や
給
付
を
行
う
段
階
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、「
定
額
給
付
金
」に

関
し
て
、
市
や
総
務
省
が
、
Ａ
Ｔ

Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作
を

お
願
い
し
た
り
、「
定
額
給
付
金
」

の
給
付
の
た
め
に
手
数
料
を
求
め

た
り
、
現
時
点
で
市
民
の
皆
さ
ん

の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
や
総
務
省
の
職
員
な
ど
を
か

た
っ
た
電
話
や
郵
便
が
届
い
た

ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、
１
月
５
日
に
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促

料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
固
定
資
産
税
第
３
期

◦
国
民
健
康
保
険
料
第
７
期

◦
介
護
保
険
料
第
７
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
期

12
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

建
設
工
事
・
物
品
調
達
等
・
業
務

委
託

　

市
で
は
、
平
成
21
・
22
年
度
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
物
品
調
達

等
お
よ
び
業
務
委
託
の
競
争
入
札

に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格

審
査
の
申
請
を
、
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

　

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
請
区
分

【
建
設
工
事
】
建
設
業
28
業
種

【
物
品
調
達
等
】
文
具
・
事
務
用

機
器
類
、家
具
類
、印
刷
・
製
本
類
、

電
気
通
信
機
器
類
、
医
療
・
理
化

学
機
器
類
、
産
業
・
工
作
機
器
類
、

車
両
・
船
舶
類
、
薬
品
類
、
油
脂
・

燃
料
類
、
材
料
類
、
繊
維
・
靴
・

鞄
類
、
文
化
体
育
用
品
類
、
写
真
・

写
真
用
品
類
、
消
防
用
品
類
、
そ

の
他
の
物
品
、
借
入
品

【
業
務
委
託
】
測
量
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
建
築
関
係
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
地
質
調
査
、
補
償
関

係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
保
守
・
管

理
、
調
査
・
分
析
、
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
、

企
画
・
製
作
、
運
送
、
そ
の
他

※
萩
市
水
道
事
業
お
よ
び
萩
市
民

病
院
事
業
の
発
注
す
る
建
設
工

事
、
物
品
調
達
等
、
業
務
委
託
の

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
も
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
式
・
要
領

　

監
理
課
で
配
布
し
ま
す
。
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間
・
申
請
方
法

◦
更
新
申
請

　

平
成
19
・
20
年
度
に
市
の
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
し
て
い
る
方

は
、
平
成
21
年
１
月
８
日（
木
）か

ら
１
月
23
日（
金
）ま
で
に
、
提
出

書
類
を
青
色
の
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ

込
み
、
持
参
ま
た
は
郵
送
等
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
新
規
申
請

　

新
規
に
申
請
さ
れ
る
方
は
、
平

成
21
年
１
月
26
日（
月
）か
ら
２
月

６
日（
金
）ま
で
に
、
提
出
書
類
を

黄
色
の
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
込
み
、

必
ず
書
類
に
つ
い
て
回
答
で
き
る

方
が
持
参
ま
た
は
郵
送
等
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
内
に
必
着

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
監

理
課　
（
２
５
・
３
４
７
４
）

市
発
注
の
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
の
提
出
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萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

萩
市
成
人
式　

１
月
２
日

　

新
成
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
は
案
内
状
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
、受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

１
月
２
日（
金
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
：

午
後
０
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

◦
式
典　

午
後
１
時
30
分
〜

◦
記
念
撮
影　

午
後
２
時
15
分
〜

中
学
校
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
撮
影

■
対
象
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

■
は
た
ち
の
広
場
（
午
後
２
時
15

分
〜
３
時
30
分
）　

　

新
成
人
や
地
元
の
若
者
が
企

画
・
運
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

地
域
特
産
品
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
は

た
ち
の
夢
風
船
、
20
年
の
あ
ゆ
み

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
20
歳
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
ふ
る
さ
と
萩
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
新
成
人
有
志
に
よ
る
ユ
ニ

セ
フ
募
金
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な

コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請

　

１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
「
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の

登
載
を
行
い
ま
す
。
該
当
の
方
に

は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
萩
市
東
農
業
委
員
会
（
田
万

川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
福
栄
地
域
）、

萩
市
西
農
業
委
員
会
（
萩
・
川
上
・

旭
地
域
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
方

②
平
成
元
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

③
農
地
の
耕
作
面
積
が
10
ア
ー
ル

以
上
で
、
耕
作
を
営
む
方
お
よ
び

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作

の
業
務
に
従
事
す
る
方

■
記
入
方
法　

現
況
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
申
請
書
に
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
方
は
抹
消
し
、
新
た
に
資

格
を
有
し
た
方
は
追
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
方
法　

１
月
９
日
ま
で

に
、
申
請
書
を
萩
市
東
農
業
委
員

会
ま
た
は
萩
市
西
農
業
委
員
会
に

提
出問

い
合
わ
せ

萩
市
東
農
業
委
員
会

（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
４
０
０
）

萩
市
西
農
業
委
員
会

（
２
５
・
３
４
０
５
）

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

ら
ご
協
力
を

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が

加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
、
納
得
で
き
な
い
」。
こ
の
よ

う
な
方
の
た
め
に
、
検
察
官
の

行
っ
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て

「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
審

査
を
し
ま
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
の
仕
事

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
裁
判
所
萩
支
部
内
萩
検

察
審
査
会
事
務
局

（
２
２
・
０
０
４
７
）

産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

　

12
月
15
日
か
ら
、
山
口
県
産
業

別
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

◦
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
･
精

製
業
、
非
鉄
金
属
･
同
合
金
圧
延

業
、
非
鉄
金
属
素
形
材
製
造
業
＝

１
時
間
７
９
２
円

◦
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
製
造
業
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
＝
１
時
間

７
２
６
円

◦
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
＝
１

時
間
７
６
９
円

◦
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
＝
１

時
間
７
０
７
円

問
い
合
わ
せ

萩
労
働
基
準
監
督
署

（
２
２
・
０
７
５
０
）

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
ー
ト

業
務

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
理
・
交

付
は
、
年
末
年
始
の
12
月
27
日
か

ら
１
月
４
日
ま
で
休
み
で
す
。

　

年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
県
旅
券
セ

ン
タ
ー（
県
庁
内
）で
12
月
18
日
ま

で
に
、
萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
県
萩
総
合
庁
舎
内
）で
12
月
16
日

ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ

萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
２
２
・
８
５
３
６
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
年
12
月
31
日
現
在
で
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が

対
象
事
業
所
に
調
査
票
を
持
っ
て

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は

統
計
法
に
基
づ
き
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係（

２
５
・
３
４
３
１
）

◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
◦12月18日放送 「中小企業者支援」
◦12月25日放送 

「年末年始のごみ収集、窓口業務」　
問い合わせ

　広報課（２５・３１７８）

ケーブルテレビ放送予定
★毎週木曜日放送 金曜日再放送
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萩
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告

書
等
を
作
成
で
き
ま
す
〜

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を

入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動

計
算
さ
れ
、
所
得
税
、
消
費
税
の

申
告
書
や
青
色
決
算
書
な
ど
が
作

成
で
き
ま
す
。
作
成
後
は
、
印
刷

し
て
郵
送
等
に
よ
る
提
出
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
信
（
ｅ
︲
Ｔ

ａ
ｘ
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
は
、
市
報

10
月
１
日
号
８
ペ
ー
ジ
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp/

問
い
合
わ
せ

萩
税
務
署　
（
２
２
・
０
９
０
０
）

海
砂
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

■
物
件　

海
砂
３
０
０
㎥

■
引
渡
場
所　

西
ノ
浜
（
堀
内
）

■
申
込
期
間　

12
月
15
日
〜
１
月

６
日
（
６
日
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

※
入
札
説
明
書
を
監
理
課
で
配
布

し
ま
す
。
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
入
札
日　

１
月
８
日（
木
）　

午

後
１
時
30
分

■
入
札
会
場　

市
役
所
本
庁
大
会

議
室問

い
合
わ
せ

【
物
件
に
関
す
る
こ
と
】

　

水
産
課
（
２
５
・
３
４
０
９
）

【
入
札
に
関
す
る
こ
と
】

　

監
理
課
（
２
５
・
３
４
７
４
）

こ
も
れ
び 

も
の
づ
く
り
教
室

輪
か
ざ
り
、
ミ
ニ
門
松
作
り

　

青
竹
・
竹
炭
を
使
っ
て
お
正
月

の
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

12
月
23
日（
火
・
祝
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

田
床
山
い
こ
い
の
広

場
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

■
持
参
品　

弁
当
、
軍
手
、
剪
定

ば
さ
み
、
工
作
ば
さ
み

※
作
業
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
定
員　

30
人

主
催
・
申
し
込
み

12
月
20
日
ま
で
に
、
萩
里
山
応
援

隊
こ
も
れ
び
（
２
２
・
３
９
７
２
）

河
田
へ

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
に
居
な
が

ら
テ
レ
ビ
で
学
べ
る
通
信
制
の
大

学
で
す
。
学
び
た
い
科
目
を
１
科

目
か
ら
履
修
で
き
、
各
種
資
格

取
得
の
た
め
の
科
目
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
12 

ch
、
デ
ジ
タ
ル

７
０
９
ch
で
同
大
学
の
授
業
を
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
４
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
限　

２
月
28
日（
必
着
）

■
募
集
内
容

【
教
養
学
部
】
全
科
履
修
生
（
学

士
取
得
）、
選
科
履
修
生
（
１
年

間
在
学
）、
科
目
履
修
生
（
半
年

間
在
学
）

【
大
学
院
】
修
士
選
科
生
（
１
年

間
在
学
）、
修
士
科
目
生
（
半
年

間
在
学
）

■
説
明
会　

２
月
８
日（
日
）　

午

後
１
時
30
分
、
市
民
館

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
６
・
８
８
・
３
０
２
０
）

図
書
館 

冬
休
み
特
別
行
事

◉
ク
リ
ス
マ
ス
会

■
と
き　

12
月
20
日（
土
）　

午
後

２
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
内
容　

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
「
サ
ン
タ
が
町
に
や
っ
て
き

た
」
な
ど

■
演
者　

ジ
ョ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
萩

「
草
の
芽
」

■
対
象
者　

幼
児
・
小
学
生
・
保

護
者

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
の
パ
ソ
コ

ン
入
門
講
座

■
と
き　

１
月
13
日
〜
２
月
５
日

毎
週
火
･
木
曜
日
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
（
全
８
回
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

備
え
付
け
の
パ
ソ
コ

ン（
Ｏ
Ｓ
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
）

を
使
用
し
、
マ
ウ
ス
の
基
本
操
作

①スッ飛び東京（10 日前までに予約）32,300 円〜
（往復飛行機 + １泊朝食、Ｈクラスホテル）

②スッ飛び関西（10 日前までに予約）22,800 円〜
（往復飛行機 + １泊朝食、Ｅクラスホテル）

□大阪便
大阪 萩・石見空港  大阪
出発 到着 出発 到着

16：00 ⇒ 17：05 17：30 ⇒ 18：30

▷ ▷

□東京便
東京 （大阪） 萩・石見空港  （大阪）  東京
出発 到着 出発 到着
7：20 ⇒ 9：05 9：35 ⇒ 10：55

14：00 着15：05 17：05 17：30 着18：30 20：10発16：00 発19：00

▷ ▷ ▷ ▷

萩・石見空港をご利用ください！
東京・関西への旅行・出張には、
便利でお得な「スッ飛び」をご利用ください。

■問い合わせ　観光課（25・3139）
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か
ら
ワ
ー
ド
･
エ
ク
セ
ル
の
入
門

■
受
講
料　

６
０
０
０
円
、
教
科

書
代
１
０
０
０
円
程
度
別
途
必
要

■
定
員　

15
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
定
員
の
半
数
に
満

た
な
い
時
は
、
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

■
申
込
方
法　

12
月
26
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
へ
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
２
５
萩
市
大
字

土
原
５
２
６
番
地　

サ
ン
ラ
イ
フ

萩
（
２
６
・
１
３
３
３
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
博
の
紙
芝
居

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

で
は
、
萩
に
ま
つ
わ
る
話
を
、
楽

し
い
紙
芝
居
や
民
話
に
し
て
語
り

継
い
で
い
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に

上
演
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
約
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス

■
演
目　

紙
芝
居
「
萩
城
物
語
」

「
白
牛
伝
説
」、
民
話
「
彦
六
、
又

十
郎
物
語
」
ほ
か

■
語
り
手　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
博
会
員

※
12
月
27
日
（
土
）
は
休
み
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
事
務
局

（
２
５
・
３
１
７
７
）

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

の
巡
回
相
談
（
整
形
外
科
）

■
と
き　

１
月
13
日（
火
）　

午
後

２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
、
適
合
判
定

■
相
談
員　

更
生
相
談
所
の
指
定

医■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

１
月
９
日
ま
で
に
、
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

田
町
商
店
街 

ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

ハ
ッ
ピ
ー 

ク
リ
ス
マ
ス

フ
ロ
ム
・
・
・
Ｈ

　

集
ま
っ
た
収
益
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
へ
送
り
ま
す
。

■
と
き　

12
月
20
日（
土
）、
21
日

（
日
）
午
後
６
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内

■
内
容　

あ
な
た
が
作
る
キ
ャ
ン

ド
ル
遊
歩
道
（
１
本
１
０
０
円
）、

萩
焼
作
家
の
作
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

販
売
、
素
敵
な
音
楽
で
ク
リ
ス
マ

ス
を
演
出
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
２
６
・
２
２
０
１
）

◎
萩
・
年
末
お
魚
市

■
と
き　

12
月
27
日（
土
）〜
31
日

（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
・
萩
し
ー

ま
ー
と

■
内
容　

年
末
年
始
用
の
生
鮮
魚

介
の
特
売
、
イ
リ
コ
の
つ
か
み
取

り
（
27
・
28
日
の
み
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と

（
２
４
・
４
９
３
７
）

◎
つ
つ
じ
年
末
感
謝
セ
ー

ル■
と
き　

12
月
28
日（
日
）　

午
前

９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
農
産
物
加
工
販
売

所
つ
つ
じ

■
内
容　

餅
つ
き
、
正
月
の
し
め

縄
飾
り
、
鏡
餅
、
花
き
等
の
販
売

主
催
・
問
い
合
わ
せ

旭
農
産
物
加
工
販
売
所
つ
つ
じ

（
５
５
・
５
０
３
１
）

◎
須
佐
特
産
「
暮
の
市
」

■
と
き　

12
月
28
日（
日
）　

午
前

９
時
〜
10
時
30
分

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
広
場

■
内
容　

赤
米
の
稲
穂
を
使
っ
た

正
月
飾
り
や
餅
、
弥
富
こ
ん
に
ゃ

く
、
野
菜
、
そ
ば
な
ど
の
販
売

■
主
催　

暮
の
市
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
経
済
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

◎
田
万
川
「
暮
の
市
」

■
と
き　

12
月
28
日（
日
）〜
30
日

（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
・
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ

■
内
容　

し
め
飾
り
・
鏡
餅
の
販

売
、
地
元
野
菜
の
セ
リ
市
ほ
か

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
・
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が

わ（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
１
５
０
）

★火曜日休館 ☎２６・６７０５
ツイン・シネマ 上映案内

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

上映中　
上映中　
上映中　
上映中　
12/19〜
12/20〜

●崖の上のポニョ
●20世紀少年
●三本木農業高校、馬術部
●おくりびと
●地球が静止する日
●レッドクリフ Part１
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●問い合わせ　環境衛生課（２５・３１４６）、各総合事務所市民生活課

ごみ収集業務は、12月31日（水）から１月４日（日）まで休みです

施　設　名 電話番号 12月29日㈪ 12月30日㈫ 12月31日㈬～1月4日㈰

萩清掃工場 22・9731 ○ ○ ×

萩リサイクルセンター 26・3196 ○ ○ ×

エコプラザ・萩（萩第二リサイクルセンター）24・5300 ○ ○ ×

田万川リサイクルセンター 08387・2・0340 × × ×

大井不燃物埋立処分場 28・1308 ○ ○ ×

田万川不燃物埋立処分場 08387・2・0340 × × ×

□年末年始のごみ収集
　年末年始のごみ収集を次のように変更しますので、ご協力をお願いします。
　なお、年末はごみの搬入で施設周辺が大変混雑しますので、早目に通常の収集日にお出しください。

※椿町の資源ごみ①は12月30日㈫に変更、大井土井の資源ごみ②は12月30日㈫に変更

□直接持ち込みの場合
　年末年始の各施設へのごみの搬入（午前8時30分〜午後4時30分）は、次の表でご確認ください。
　なお、１月３日（土）、４日（日）は、萩第二リサイクルセンターの休日ゴミ集積所は設置しません。

12月30日㈫までは通常収集します

１月１日、２日の収集は、12月29日、30日に変更

地域 燃やせるごみ
資源ごみ プラスチック製容器包装 燃やせないごみ

変更内容 対象地区 変更内容 対象地区 変更内容 対象地区

萩

12月31日㈬

〜1月2日㈮

の収集は休み

１月１日
（第1木曜日）➡ 12月29日

㈪

北古萩
恵美須町
瓦町
米屋町
玉江

１月１日
（第1木曜日）➡ 12月29日

㈪

平安古
長山
新川
香川津
鶴江

１月１日
（第1木曜日）➡ 12月29日

㈪
堀内
木間

１月２日
（第1金曜日）➡ 12月30日

㈫

津守町
上五間町
今古萩町
熊谷町
金谷

１月２日
（第1金曜日）➡ 12月30日

㈫

浜崎新町
浜崎町
東浜崎町
玉江浦
倉江、小原

１月２日
（第1金曜日）➡ 12月30日

㈫
山田
大井

川上 1月1日㈭の収集を1月8日㈭に変更 対象地区なし 対象地区なし

旭 １月１日
（第1木曜日）➡ 12月29日

㈪ 佐々並地区 対象地区なし 対象地区なし

須佐
田万川
むつみ
福栄

対象地区なし 対象地区なし 対象地区なし

　

12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
大
会

の
模
様
が
録
画
放
送
さ
れ
ま
す
。

▽
12
月
28
日（
日
）
正
午
〜
午
後

０
時
55
分

▽
ｙ
ａ
ｂ
山
口
朝
日
放
送

通
行
規
制
に
ご
協
力
を

◎
平
安
古
地
区

■
工
事
期
間　

１
月
５
日
〜
16
日

■
規
制
時
間　

午
後
９
時
〜
午
前

６
時（
夜
間
工
事
）

■
規
制
内
容　

片
側
交
互
通
行

※
歩
行
者
、自
転
車
は
通
行
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
国
道
出
張
所（
２
２
・
２
５
３
０
）

国
道
１
９
１
号
舗
装
補
修

・
横
断
側
溝
改
修
工
事

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

　

テ
レ
ビ
放
映
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火葬許可証の発行
死亡・出生届・その他の緊急用務

12月27日（土）〜１月４日（日）
終日

本庁東口、各総合事務所、支所・出
張所の宿直室（佐々並地区につ
いては佐々並分遣所）

萩市民病院　　　　　　 （25・1200） 12月27日（土）から１月４日（日）まで、外来診療は休診
ただし、救急・急患を除きます。

萩博物館　　　　　　　 （25・6447） 休みなし

萩図書館（わくわく子ども図書館）
　　　　　　　　　　　 （25・6355）
須佐図書館　　　（08387・6・5500）
明木図書館　　　　　　 （55・0314）

12月28日（日）〜１月５日（月）は休み　※須佐図書館の貸出カードを
お持ちの方は無人開放部分のみ利用できます。

そ
の
他
の
公
共
施
設

萩阿武川温泉ふれあい会館
　　　　　　　 　（54・2619）休みなし

田万川温泉憩いの湯
　　　　　 （08387・2・0370）

12月29日（月）は休み
12月31日（水）は午前10時〜午後６時のみ開館
１月１日（木）は午後１時〜午後６時のみ開館

萩アクティビティパークナチュ
ラサーキット　　  （56・0100） 12月30日（火）〜１月１日（木）は休み

萩やすらぎ苑斎場  （24・1100）
大島火葬場、見島火葬場
田万川火葬場、須佐火葬場

１月１日（木）は休み

市役所の業務は、12月27日（土）から１月４日（日）まで休みです

と　き 業務 担当課

本庁
見島支所

三見出張所
大井出張所
大島出張所

12月29日（月）・30日（火）
午前８時30分〜午後0時15分

①

戸籍・住民登録・印鑑登録・外国
人登録・国民健康保険・後期高齢
者医療・年金・税務証明の各業務、
税・保険料・保育料等の収納業務

本庁市民課
（25・3493、25・3400）
税務課　　（25・3479）
収納課　　（25・3209）
見島支所　（23・3311）
三見出張所（27・0001）
大井出張所（28・0211）
大島出張所（28・0584）

② 水道料金・下水道使用料の収納業務 本庁水道業務課
　　　　　（25・2398）

③ 下水道受益者負担金・集落排水処理
施設受益者分担金の収納業務 本庁収納課（25・3209）

須佐
総合事務所

12月29日（月）
午前８時30分〜午後0時15分 ①〜③の業務

須佐総合事務所
　　市民生活課
　　（08387・6・2016）

田万川
総合事務所

12月30日（火）
午前８時30分〜午後0時15分 ①〜③の業務

田万川総合事務所
　　市民生活課　
　　（08387・2・0300）

休日業務 本庁、萩地域の支所・出張所は 12 月 29 日・30 日の午前中
須佐総合事務所は 12 月 29 日、田万川総合事務所は 30 日の午前中

各施設の休館

緊急用務
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16㊋、19㊎、26㊎
 おはなしの森 11：00〜11：30 子ども図書館

16 ㊋  あんずの会（読書会） 14：00〜 萩図書館
 茶話会 14：00〜 須佐図書館

17 ㊌  リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館

20 ㊏
 クリスマス会
 ブラックパネルシアター「サ
 ンタが町にやってきた」など

14：30〜 萩図書館

21 ㊐  リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館
24 ㊌  おはなしのろうそく 14：30〜 須佐図書館
27 ㊏  わくわくの会 14：30〜子ども図書館
【休館日】 各図書館：17㊌、22㊊、23㊋㊗、28㊐〜1/5㊊

■問い合わせ 健康増進課☎ 26-0500、各総合事務所健康福祉課

24 ㊌
萩健康福祉センター ☎25・2663

　心の健康相談 13：00〜
※下記は、要予約

※保セ
4 4

は保健センター
●は母子関係の行事

21㊐ 　山口県ミニバスケットボール冬季交歓会萩大会
　　　                8：30〜市民体育館ほか

　須佐駅伝大会
　　　                9：45〜須佐地域

28㊐ 　萩市民バスケットボール大会
　　　　9：00〜市民体育館

●ふたば園（22･2877）
16㊋   おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00

絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

●萩幼稚園（22･0775）
16㊋ 未就園児への園舎開放日 9：30〜11：30

●萩子どもセンター（25･7540）
18㊍ ピヨピヨの会「クリスマス会」

 参加料1世帯100円
10：00〜11：30
総合福祉センタ

10:00〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜県漁協越ヶ浜支店
9:30〜萩市保セ

13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

●ツインズサークル
●土原・川島・江向子育て輪づくり
●１歳の児集まれ教室
● 3 歳児健康診査
●５か月児健康相談
　メタボ予防教室
　越ヶ浜グッドヘルス
　ヘルシークラブ
●１歳６か月健康診査
● 10 か月児健康相談

16 ㊋

17 ㊌

18 ㊍
19 ㊎

22 ㊊
24 ㊌
25 ㊍

萩 地域

10:00〜むつみ農村環境改善セ
10:00〜福栄保セ

●乳幼児健康相談
●のびのび会

19 ㊎
25 ㊍

地域むつみ・福栄

9:30〜やまびこ
9:30〜田万川保セ
13:30〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ

9:30〜須佐郵便局
9:30〜やまびこ
9:00〜やまびこ
9:30〜須佐保セ

13:30〜須佐保セ
13:30〜20区公会堂

　弥富はつらつ楽食会
●すくすく赤ちゃん学級
　活き活きリハ会
　須佐元気もりもり体操
　まちの保健室健康相談
　弥富元気もりもり体操
　健康・介護予防相談
　須佐はつらつ楽食会
　活き活きリハ会
　20 区健康相談

16 ㊋
17 ㊌

18 ㊍

19 ㊎
22 ㊊
24 ㊌

田万川・須佐 地域

10:00〜川上保セ
9:30〜野戸呂集会所

13:30〜旭マルチメディアセ
9:30〜旭活性化セ

●とことこクラブ
　健康管理教室
　健康運動教室（明木）
　健康運動教室（佐々並）

毎週㊍
16 ㊋

18 ㊍

地域川上・旭

　
「
明
治
維
新
の
裏
面
史
」
と
も

い
え
る
切
り
口
か
ら
、
知
ら
れ
ざ

る
ヒ
ト
や
モ
ノ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

当
館
の
研
究
員
が
解
説
し
ま
す
。

■
と
き　

１
月
３
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
約
１
時
間

■
定
員　

約
20
人

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

明
治
維
新
と
萩

開
催
中
〜
１
月
７
日
㈬

　

平
成
22
年
度
に
開
館
を
予
定
し

て
い
る
陶
芸
展
示
施
設
の
建
設
工

事
に
伴
い
、
来
年
４
月
30
日
ま
で

休
館
中
で
す
。

全
館
休
館
し
て
い
ま
す

萩
博
物
館
☎
２
５・６
４
４
７

県
立
萩
美
術
館
・

　
　
　
　

浦
上
記
念
館

☎
２
４・２
４
０
０

年
末
年
始
も
開
館
し
ま
す

１
月
16
日
㈮
〜
４
月
８
日
㈬

初
公
開
！

　

 

萩
博
物
館
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情報カレンダー

※小児科は上記以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩地区消防本部（☎25・2772）で確認してください。※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

●萩市主催・共催の行事

８７

日月火水木金土
１２３ ４５ ６
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2829
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30
24 25
31 夜間・休日当番医

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

21日㊐
23日㊋㊗
28日㊐
30日㊋
31日㊌

［内科］
［内科］
［内科］
［内科］
［外科］

川上（川上）
弥富（弥富下）
すさ（須佐）
松原（須佐）
齋藤（阿武町）

54・2014
08387・8・2311
08387・6・3376
08387・6・5055
08388・2・2838

16→31日 日

月12
●人権に関する児童生徒ポスター展       （〜19日/市役所本庁ロビー、20〜21日/市民館）外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082
●無料法律相談 （10:00〜/市役所本庁）内科玉木（瓦町） 22･0030
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）

外科平岡（新川東） 25･7100
内科萩市民（椿） 25･1200

●行政相談      （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科兼田（吉田町） 22･1113
○暴力追放出張相談 （13:30〜/市役所本庁舎別館）内科 萩むらた（今古萩町）25･9170

小児科いわたに（椿東） 24･2100
●多重債務者無料相談会 （10:00〜/総合福祉センター）外科都志見（江向） 22･2811

内科藤原（土原） 22･0781
●人権の心をはぐくむ市民の集い〜講演会〜 （13:00〜/市民館）外科玉木（瓦町） 22･0030
○萩発見伝 城下町"萩"ライトアップフェスタ 〜1月9日（18:00〜/堀内・素水園周辺）内科市原（塩屋町） 22･0184
○ハッピークリスマス フロム・・・H 〜21日                            （18:00〜/田町商店街）
●映画「ふるさとをください」上映会 （13:30〜、18:00〜/市民館）外科萩市民（椿） 25･1200
●休日の納付催告 内科山本（前小畑） 26･0077

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科井上（東田町） 25・1687
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科全真会（玉江浦） 22･4106
外科田町（東田町） 24･1234
内科中嶋（今古萩町） 22･2206
産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科大谷（下五間町） 22・0527

○出張年金相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科池本（玉江浦） 25･7575
内科萩慈生（玉江） 25･6622

●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082
内科萩市民（椿） 25･1200
外科めづき（土原） 22･2248
内科 萩むらた（今古萩町）25･9170
小児科いわたに（椿東） 24･2100

○萩・年末お魚市 〜 31 日 （9:00〜/道の駅・萩しーまーと）外科都志見（江向） 22･2811
※市役所の業務は27日から１月４日まで休み 内科わたぬき（東浜崎町）25･2020
※市民病院の外来診療は27日から１月４日まで休診（救急・急患を除く）
○田万川 暮の市 （9:00〜/道の駅・ゆとりパークたまがわ）外科玉木（瓦町） 22･0030
○つつじ年末感謝セール （9:00〜/旭農産物加工販売所つつじ）内科柳井（橋本町） 22･0748
○須佐特産 暮の市 〜 30 日 （9:00〜/JR須佐駅前広場）産婦人科都志見（江向） 22･2811
※図書館（萩・須佐・明木）は28日から１月5日まで休み 歯科おか（土原） 22･8241
※本庁・見島支所・三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:15） 外科萩市民（椿） 25･1200
※須佐総合事務所の休日業務（8:30〜12:15） 内科波多野（堀内） 25･2788

産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科沢村（江向） 22･1223

※本庁・見島支所・三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:15） 外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
※田万川総合事務所の休日業務（8:30〜12:15） 内科藤原（土原） 22･0781

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科高雄（樽屋町） 22･1548

※ごみ収集業務は12月31日から１月４日まで休み 外科花宮（平安古町） 25･8738
内科中坪（今魚店町） 22･5430
産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科 登城（椿東） 26・2525
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きんたろう（ヒメジ）

　標準和名はヒメジ、英語ではゴートフィッシュ、
中国では羊魚、口先に黄色い突起状のヒゲがあり、
そのヒゲが山

や ぎ

羊をイメージさせるのが英名・中国名
の由来。萩沖に大きな漁場が点在し、主に底引き網
（小

こ

手
て ぐ

繰り網）で漁獲されます。なぜか萩ではキンタ
ロウと親しみを込めた名称で呼んでいます。なぜそ
のような呼び名になったか、いろいろ調べましたが、
いまだ答が見つかりません。全国的には一般的な魚
ではなく、魚屋さんやスーパーの店頭に並んでいる
のは萩や下関だけ。小魚であまり漁獲の対象になら
ないというのがその理由。萩ではとても人気のある
魚で、キンタロウの塩焼や天ぷらは、萩の居酒屋や
料理店の売れ筋定番メニューとなっています。
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住所

co
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g
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n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※11月16日〜11月30日受付分

■人の動き（平成 20 年 11 月末日）
　人　口／56,683人　（前月比ー35）　男／26,020人（前月比ー3）
　世帯数／24,501世帯（前月比ー4）　  女／30,663人（前月比ー32）
　出　生／24人　死亡／55人

お悔やみ申し上げます
氏名 年齢 住所死亡日

　　表紙 松方弘樹さん、見島
で 300kg オーバー
のクロマグロを釣る
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ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住所

　全長 2.55 ｍ、重さ305㎏（内臓など
除く）の特大クロマグロ。東京・築地市
場で約 205 万円（税込）の値が付いた。
松方弘樹さんは「クロマグロで 300㎏超は初めて。
まるで牛や馬に引っ張られるようなすごい引きだっ
た。来年以降も見島のトーナメント大会に参加したい」
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